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１．概要（Summary） 

我々は、SPR 化学量センサの小型化について研究中

である。従来、プリズムを用いた金表面への SPR 励起と

反射光強度による測定が主流で、プリズムと受光器などの

光学系が必須で大型となる欠点があった。そこで我々は、

Au回折格子を有するn-Siを基板としたデバイスを提案し

た。本デバイスは、回折格子で SPR を励起し、ショットキ

ー障壁によって電気的に検出可能である。よって、従来

の光学系を除去し小型化を達成した。しかし、一般的に

回折格子励起法では、試料側からの励起光照射例のみ

で、励起光と試料の干渉を避けられない。したがって、計

測可能な試料が制限された。この解決策として、Si は近

赤外領域で透明なので、近赤外光を用いた n-Si 側から

の背面照射法を提案した。本論文では、背面照射による

SPR 励起の実証と、提案手法の化学量センサとしての機

能を検証した。 
２．実験（Experimental） 
【利用した主な装置】 
・超高速大面積電子線描画装置 F5112 電子線描画装

置:株式会社アドバンテスト 
【実験方法】 
MEMS 半導体加工プロセスで提案デバイスを試作した。

使用したマスクは、F5112 電子線描画装置（株式会社ア

ドバンテスト）を用いて作製した。次に、デバイスの電流電

圧特性を評価しSPRの計測可能性を確認した。得られた

結果から、波長 1610 nm までの近赤外光を、SPR に伴う

光電流として検出可能だと分かった。 
 実験では、励起光を背面照射し入射角θAuを変化させ

ながら、デバイスの電流応答を測定した。屈折率の異なる

試料として、空気と純水を使用した。電流計測のために、

デバイスをPCBに実装し、Au側をアノード、Al側をカソー

ドとした。さらに、溶液を測定するために、PDMSとカバー

ガラスでAu領域を覆うキャビティを作成した。波長可変レ

ーザを用いて、1200 nm～1500 nmの波長範囲で、10 
nm間隔の単色光を照射した。励起光は偏光子を通して

transverse magnetic wave（TM波）とした。測定結果は

得られた電流値を励起光の光強度で除算して、応答値

[A/W]として評価した。 
３．結果と考察（Results and Discussion） 
 まず、空気を試料とした時の実験結果から励起光 1200 
nm と 1300 nm の結果から電流応答曲線上に SPR の

発生を示すピークが現れた。よって、デバイスに対する

背面照射によるSPR励起を達成した。次に、純水を試料

とした結果を評価した。ピークが空気の結果と異なる角

度に現れた。つまり、試料の屈折率変化を SPR に伴う電

流応答の変化として検出したと言える。したがって、提案

手法の化学量センサとしての機能を実証した。 
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